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卒業生の皆さんへ

システム工学部長　宗森 純

教員異動のお知らせ

　システム工学部学部長の

宗森純でございます。今年

４月から学部長を拝命してお

ります（2期目）。

　さて、2004年に和歌山大学が

国立大学法人となってから、６年間の中期目標・中期計画が

定められ、これをもとに大学が評価されるようになりました。

現在、第3期中期目標・計画（平成28年度～平成33年度）

（https://www.wakayama-u.ac.jp/about/public/public_org/）

の4年目です。特に今回の評価では「教育の内部質保証」

（https://www.wakayama-u.ac.jp/about/public/hosyo/taisei）

が重点的に取り上げられており、教育に対する外部か

らの評価が求められております。そこで、今年も卒業

生が在籍する企業を教員が訪問し、システム工学部

の教育・研究に関する現状をご説明いたしますとと

もに、アンケートにご回答をお願いする予定です。

是非ともご協力をお願いいたします。

　大学はこれまで教育の分野と研究の分野を主に評

価されてきましたが、現在は地域貢献やグローバル

化の評価のウェイトも大きくなりつつあります。本

学部は従来から地域との連携や各国の大学との連携

に積極的に取り組んでまいりました。グローバル化

の新たな取り組みとしてツイニングプログラムがあ

ります。これは外国人学生が学部３年生から本学に

編入し、卒業すると本学と出身の大学の両方から学

位を授与されるという仕組みです。現在、ハノイ工

科大学とモンゴル科学技術大学から学生を機械系、

環境系メジャーに迎えています。システム工学部は、

１学科10メジャーのダブルメジャー制が完成し、初の

卒業生が輩出されました。求人件数が１万 7千件を

越し、就職状況も引き続き好調です。大学院への進

学率もあと少しで50％に達します。これも卒業生の

皆様の社会でのご活躍のお陰であると思っておりま

す。今後ともご支援をお願いいたします。

　和歌山の玄関口である和歌山市駅は現在建て替え

中ですが、市駅の横のビルに統計データ利活用セン

ター、和歌山県データ利活用推進センターができま

した。今後、和歌山が統計データ処理の全国の拠点

になる可能性があります。本学でもデータ・インテ

リジェンス部門が発足し、今年の４月からデータサ

イエンス関連の授業（「データサイエンスへの誘い」

等）が開設されました。それら授業は、全学部の学

生を対象とした授業であり、さまざまなデータの分

析方法を実践的なデータを用いて学べると言うもの

です。 

　一昨年（2017年）は台風の影響により、南海電鉄

の橋梁が被災し、通学に影響が出たのですが、昨年

（2018 年）9月 4 日、台風21号が近畿地方を襲い、

和歌山で最大瞬間風速 57.4 メートルの暴風が吹き、

関西空港が孤立したのは記憶に新しいところです。

本学も多少の被害を受け、A 棟、B 棟間の渡り廊下

の屋根や床の一部が剥がれたり、窓ガラスが割れた

りしましたが、幸いけが人はなく、現在完全に復旧

しております。このように災害が続くため、入試に

予備日を設けるなどの対応をとっております。

　昨年は東京でも同窓会を行ないました。今年も同

窓会（@sys）近況報告会を開催する予定です。出席

する教員を事前にお知らせする予定です。是非ご参

加ください。

　今年の 3 月で、環境デザインメジャー（旧・環境システム学科）の金子泰純教授が定年を迎えられました。
また、同じく3月に、機械電子制御メジャー（旧・光メカトロニクス学科）の徳田献一講師が退任されました。

https://www.wakayama-u.ac.jp/about/public/public_org/
https://www.wakayama-u.ac.jp/about/public/hosyo/taisei


　ニホンオオカミは100 年以上前に絶滅した生物です。

私たちは和歌山大学の所蔵するニホンオオカミの本来の

姿の推測とＣＧでの再現を行い、ニホンオオカミへの興

味関心の喚起を目的としたＶＲコンテンツを開発し、和

歌山県立自然博物館にて公開しました。ニホンオオカミ

の姿はその全身骨格と犬の解剖学を基に推測し、３Ｄモ

デルを作成しました。そして作成した３Ｄモデルを用い

て VR コンテンツを開発しました。コンテンツの内容は

「ニホンオオカミとその剥製についての解説」と「夜の森

を走るニホンオオカミの姿の観察」です。このシステム

は和歌山県立自然博物館にて多くの方に楽しんでいただ

くことができました。また、ニホンオオカミの狼子の姿

をニホンオオカミに近いとされるイヌ科動物の成犬と子

犬の成長による体各部の変化の比較と分析を通して推測

し、３Ｄモデルを作成しました。今後は狼子も用いた、

よりニホンオオカミの学習につながるＶＲコンテンツを

開発したいと思います。

システム工学部 環境デザインメジャー
教授　髙砂 正弘

システム工学研究科　博士前期課程1年　デザイン科学クラスタ　北中 浩之さん

グッドデザイン賞でグッドデザイン・ベスト100

和歌山県立自然博物館にてニホンオオカミのVRコンテンツを公開

　2017年8月に、紀の国住宅からの受託研究「和歌山

の特徴を生かした地産地消の住宅」をはじめました。

その目的には、社会でも評価されることが含まれてい

ます。まず、計画と設計を行い、モデルハウス「きの家̶

Kishu, Wooden House」をつくり、それを建築雑誌

GAと住宅特集に発表し、グッドデザイン賞に応募しま

した。設計と監理は田辺さん（院2006）、プレゼンシー

ト作成は加納さん（院 2011）、模型は原野さんと松井

さん、弓本さん（院 2019）に手伝ってもらいました。

その結果、2018 年度グッドデザイン賞のグッドデザイ

ン・ベスト100に選ばれ（4789件応募）、2018年10月

31日にグランドハイアット東京で表彰されました。さら

に、審査員で建築家の手塚由比さんに、私の選んだ

一 品 2018にも選んでいただき、GOOD DESIGN 

Marunouchi と神戸ファッション美術館で展示されま

した。卒業生と現役生とで取り組んだ成果で、次の

ステップを考えています。

モデルハウス東側外観

GOOD DESIGN EXHIBITION 2018（東京ミッドタウン）



　平成21年より毎年開催しご好評いただいておりますシステム工学部同窓会を今年も開催いたします。昨年は
例年の和歌山開催に加え、初めて東京でも開催し大変ご好評をいただきました。　
（昨年の様子 http:// www.wadaisys -dousou.net /next.html#dousou2018wakayama）

　今年はさらに趣向を変え、下記日程で昨年同様の東京開催に加え、和歌山を飛び出し大阪での開催を予定
しております。（本年は和歌山での開催予定はございません）
　今後も本学部卒業生、本研究科修了生の皆様はもちろん、本学部在校生、教職員関係者の皆様との交流を活
発化していきたいと思います。是非、皆様お誘い合わせの上、奮ってご参加いただけますようよろしくお願い
いたします。

詳細は確定次第、以下の同窓会HPおよび生涯アカウントメールにてご連絡いたします。また、申込みも同窓会HP
専用申込みフォームからお願いいたします。

　平成 27 年度より正式開始しました「 生涯アカウントサー

ビス」は、新入生への配付も始まり、卒業生・在校生・教

職員合わせて 3,100 名を 超える方々にご活用いただいてお

ります。

　本サービスは、特典として容量無制限のクラウドストレー

ジが利用可能であり、また卒業生向け卒業証明書、 成績証明

書の無料送付 などのメンバーサービスもございます。

　まだ生涯アカウントをお持ちでない方は、この機会にぜひ

ご登録・ご活用いただきたいと考えておりますので、詳細

等につきましては、下記 URL からご覧ください。

●東京開催： 令和元年9月28日（土）、品川駅周辺 開催予定
●大阪開催： 令和元年11月9日（土）、大阪駅周辺 開催予定
●参  加  費： 無料

「システム工学部同窓会」開催のお知らせ

開催概要

■和歌山大学システム工学部生涯アカウントポータルサイト
　https://g.wakayama-u.jp/

　システム工学部・システム工学研究科では、主に社会に出てから５年以上の卒業・修了された方を対象に、
今後の教育に役立てるため、アンケートを実施しています。ウェブ上でご回答いただけます。
　どうかご協力ください。

アンケートへの回答にご協力ください

■和歌山大学システム工学部同窓会　http://www.wadaisys -dousou.net /

生涯アカウント未登録の方へ

■アンケートフォーム：https://www.wakayama-u.ac.jp/sys/questionnaire/96/

http://www.wadaisys-dousou.net/next.html#dousou2018wakayama
http://www.wadaisys-dousou.net/
https://g.wakayama-u.jp/
https://www.wakayama-u.ac.jp/sys/questionnaire/96/


知能情報学メジャー ネットワーク情報学メジャー
（旧・情報通信システム学科）

教授　坂間 千秋

准教授　岩崎 慶

学部長補佐より
（知能情報学・ネットワーク情報学メジャー担当）

ビジュアルコンピューティング研究室の近況報告

情報理論研究室の近況報告

　卒業生の皆さん、お元気でしょうか。

情報通信システム学科は、現在、知能情報学メジャーとネットワー

ク情報学メジャーの２つに分かれています。

　AI と IoT の分野が活況を呈している昨今、学生の人気は高く就

職状況も良好です。情報通信の分野は今後も技術革新が加速する

ことが予想され、皆さんの益々のご活躍を期待しています。 

准教授　葛岡 成晃

　十年一昔と言いますが、本研究室は平成 21年度に

「情報理論研究室」として活動をスタートしました

ので、今年度でもう11年目となりました（教員の葛

岡にとっては、和歌山大学に着任してからちょうど干

支が一回りして、今年度で13年目です）。

　今年度、本研究室には大学院生はいないのですが、

学部４年生４名が卒業研究に取り組んでいます（写

真では諸事情により３人だけですが）。

　これまでの卒業生が取り組んできた多端子仮説検

定の研究を引き継いでくれる学生がいる一方で、本

研究室としては新しいテーマにチャレンジしてくれ

る学生もいます。

　このように、卒業生の成果を活かしつつ、新しい

ことも取り入れながら、活動を続けています。

　卒業生の皆様、元気でご活躍のことと思います。

2004年にビジュアルコンピューティング研究室に赴

任して以来、早いもので今年で16年目になります。

昨年度は、当研究室からはじめて博士課程の学生を

輩 出 す る こ と が で き ま し た（画 像 は 国 際 会 議

SIGGRAPH ASIA 2018 で発表した研究成果です）。

本研究室では社会人ドクターの受け入れを歓迎して

います。研究・論文指導だけでなく、経済的なサポー

ト（研究補助員や学振申請の支援など）もあります

ので、博士号取得に興味がありましたらぜひご連絡

ください。もちろん、近況を教えてくれるだけでも

大変ありがたいので、お近くにお越しの際には是非

研究室にお立ち寄りください。



機械電子制御メジャー
（旧・光メカトロニクス学科）

　卒業生の皆さん、こんにちは。元気にご活躍のことと存じます。 今年度、機械電子制

御メジャーと電子計測メジャーの研究室構成が次のように大きく変わりました。

　卒業生の中には、所属していた研究室が無くなってしまったと思われる方がいるかもしれません。でも大丈夫で

す。単に名前や構成が変わっただけで、教員スタッフは変わらずにそれぞれの信念をもって教育や研究に取り組ん

でいます。

　ぜひ一度、遊びに来て下さい。皆様の益々のご健勝とご活躍を祈念しております。

最後の研究室

学部長補佐より（機械電子制御・電子計測メジャー担当）

准教授　松井 徹

システム制御研究室（長瀬、土橋）

知的メカトロニクス研究室（中嶋、小川原、丸）

メカトロニクス計測研究室（村田、松井）

機械電子制御メジャー

教授　村田 頼信

光エレクトロニクス研究室（松本、宮崎、似内）

生体医工学研究室（土谷、鈴木、幹、菊地）

情報フォトニクス研究室（野村、最田）

電子計測メジャー

電子計測メジャー

　卒業生の皆さん、元気にがんばっていますか？世の

荒波にもまれ難破しそうでも元気に邁進していればこ

そ、です。AI・ロボット・技術的特異点と第 4 の波の中、

難破しても自分を見失わないよう立ち上がり歩みだし

ましょう。何せ人生 100 年だそうですから、学生期か

ら就労期を過ぎても老後があります。

　私はこの大学に来てから四半世紀以上が経ち、本年

度入学生と共に就労終了のつもりです。さて、研究室

は村田先生と「メカトロニクス計測」として松井教員

室と同じ階に移動しました。やっていることは移動

ロボットと動作計画関連で、Kinect や自作車両や潜水

艦を ROS 上でまともに動かそうとしています。独り

身 に な っ た 松 井 は、Lie 環・圏 論・量 子 論 理 と

Artificial Moral Agent に興味を持って個人で雲

（GCP&AWS）に乗ろうとしています。

　今後も、母校としての愛着を持っていただけると幸

いです。



情報フォトニクス研究室10周年

教授　野村 孝徳、助教　最田 裕介

徳田 献一

農業分野で制御！がんばっています

　当研究室はこの 4 月に無事に発足10 周年を迎える

ことができました。この間、卒業生（最田）のスタッ

フとしての加入、博士学位取得学生4名輩出、留学生

2名在籍（今年度から）、と変化に富んだ10 年でした。

活動は変わりなく活発で、受賞や学術論文の発表が

相次いでいます。2015 年には OSA（The Optical 

Society）のスチューデントチャプターも設立し、学

生主体の研究活動もおこなうなど、いい感じに成長

し続けています。卒業生も多数となったこともあり、

第 1 回 OB・OG 会を 2016 年 8 月に開催（今年の 8

月に第 2 回を開催します）し、世代を超えた交流も

始まっています。このように無事に 10 周年を迎える

ことができたのも発足間もない頃の学生が築き上げ

てくれた良い雰囲気が後輩に受け継がれてきた証だ

と思っています。改めて歴代の卒業生に感謝します。

当時の良い伝統が残っているかどうかのチェックも

兼ねてお気軽に研究室にお越しください。お待ちし

ています。

　今年 3 月末にシステム工学部を退職いたしました。

和歌山大学にいた 15年の間、学生であった皆さんに

社会で役立つ基礎を身に付けてもらうために努めた

つもりでいるのですが、少しでも卒業生の皆さんの

お役に立っておりますでしょうか。社会がどんなに

変わっても基礎は大事です。

　現在、わたしは農研機構という研究機関に勤務し

ています。ここは農業・食品分野におけるわが国最

大の研究機関であり、茨城県つくば市にある農林研

究団地という広大な敷地の中に農業 AI 研究を推進す

る農業情報研究センター（つくばオフィス）があり

ます。ここを拠点に、ロボットトラクターや植物工

場などの制御を研究するチームを率いて全国を飛び

回っています。



材料工学メジャー 化学メジャー
（旧・精密物質学科）

教授　橋本 正人

無機・錯体化学グループの近況報告

学部長補佐より（材料工学・化学メジャー担当）

教授　田中 一郎

准教授　山門 英雄

物理化学グループの近況報告

　物理化学グループの山門です。現在研究室には学部

生2名（1名留学中）と博士前期課程の学生1名、博士

後期課程の学生 1 名、大学院研究生が 1 名所属してお

り、熱心に研究を行っています。学部生は主に新規錯

体の合成実験を行っており、また現在大学院生以上は

結晶構造や分子構造の理論的予測にかかわる研究を

行っています。特に最近、上記理論分野において大き

な進展が複数あり、海外での発表も予定しています。

研究室が始まって以来、卒業生の数も60名を超えてお

り、博士号の取得者も来年度には通算3名となろうとし

ています。卒業生の皆さんも、同窓会の機会など捉え

てお気軽に、是非大学・研究室にお立ち寄り頂ければ

と思います。

　卒業生の皆様こんにちは、お元気でご

活躍のことと存じます。

　2015年度に5学科制からメジャー制に

移行して、旧精密物質学科は応用物理学

メジャーと化学メジャーになりました。

また、今年度から応用物理学メジャーは

材料工学メジャーに名称を変更しまし

た。幅広い応用物理の中でも、先端的な

材料に関連する研究を行っていることを

明確にするためです。

　社会の発展に伴い、物質・材料技術の

重要性はさらに増していて、両メジャー

とも就職は極めて順調です。これからも

研究と人材育成に注力していきますの

で、卒業生の皆様のご支援をよろしくお

願い致します。

も昔も変わらず実験に取り組んでお

り、昨年度は四年生の一人がバナジ

ウム国際会議でポスター特別賞を取

りました。最初の代の人はもう40代。

働き盛り、重要な地位に就く人もい

るでしょう。皆様の益々のご活躍と、

ご家族を含めた皆様のご健勝を祈念

いたします。たまにWEBでも覘きに

来て下さい。

　卒業生の皆様、ご無沙汰していま

す。橋本です。早いもので、桶矢先

生が定年を迎えられてから、10年目

です。桶矢先生はお元気なご様子で

す。橋本研の学生は現四年生迄で 79

名、随分沢山の人達と研究室生活を

過ごしました。研究対象は相変わら

ずで、年月の割に論文が増えません

が、私も今年を含め定年迄10 年、何

とかしたいところです。学生は、今



環境デザインメジャー環境科学メジャー
（旧・環境システム学科）

学部長補佐より（環境科学・環境デザインメジャー担当）

環境マネジメント研究室の近況報告

　今年、2019 年度の学部長補佐（旧学科長）を務め

ます、教員の井伊博行です。 卒業生の皆さんには、

お元気でご活躍のことと思います。最近は色々な場

所（学外での委員会、企業との共同研究）で卒業生と

会う機会が増えて来ました。それだけ卒業生が社会

で活躍していることの証明だと思います。また、国

際連携部門の部門長も兼ねており、最近は、トビタ

テ留学ジャパンなどの奨学金で、積極的に海外調査

に行く学生も増えており、その支援も行っています。

写真は2018年9月にタスマニア島（豪州）での調査風

景で、2 人（左側 M1 の上田敏貴君、右側 D2 西脇

大貴君）ともトビタテの支援で、豪州のデイキン大学

准教授　山本 祐吾

教授　井伊 博行

との共同研究として、乾燥地の湖水の研究や豪州の海藻の

研究を行っています。

　私事ですが、昨年の 5 月に卒煙しました。大学構

内もこの7月1日から全面禁煙です。こうした健康社

会づくりの波は、徐々に研究室での活動にも押し寄

せてきています。「健康まちづくりと自然」、「緑に

よるストレス緩和」など、心や体の健康増進を自然

共生と絡めて展開する研究が増えつつあります。エ

ネルギーや地球温暖化、資源循環の問題に関心を寄

せる学生のほうが珍しくなってきているかもしれま

せん。

　卒業生の皆さんは、今どのようなお仕事にチャレ

ンジしておられるでしょうか。その近況こそ、ぜひ

とも研究室の後輩たちにお話しいただきたいです。

（写真は模様替えしたB614室です。）



金子泰純先生より

　1週間ぶりで和歌山大学を訪れた2019年7月11日、

栄谷キャンパスで献血が行われており、お礼のハーゲ

ンダッツ目当てか、学生さんたちでにぎわっていまし

た。私も協力を求められたのですが、65歳以上のた

め献血条件を満たせず残念ながらアイスをゲットでき

ませんでした。皆さんへの報告が遅れましたが、今年

3月末で定年退職し、今は非常勤で週に1回和歌山大

学に来ております。

　さて、環境分野ではSDGｓが話題ですが、少子高

齢化の日本では、健康・医療・福祉のまちづくりの推

進も求められています。写真 1は自宅近くの吹田操車

場跡地に最近移転してきた「国立循環器病研究セン

ター」です。吹田市と摂津市は、このセンターを中核

として健都（けんと）と称し「健康・医療のまちづくり」

を進めています。緑の遊歩道や健康遊具のある公園（写

真 2）も整備されました。市民がこれらを活用して健

康を目指す施策です。

　私事ですが、昨年は喘息、股関節痛、大腸ポリープ

を患いました。股関節を痛めた際には 2 か月ほど杖を

ついての通勤と度重なる通院で難儀しましたが、今は

すべて快癒。しかし、健康を維持するために、健康ス

トレッチ（週 2 回）、マッサージ（週2 回）、バドミン

トン（月2回）、家庭菜園（週2回）、7時・12 時・19

時の食事と、退職を機に生活を一変させました。

　卒業生の皆さんは忙しい毎日を送っていらっしゃる

ことと思いますが、是非とも健康維持を心がけて下さ

い。働き方改革ともいわれていますが、一人ひとりが

自らワークライフバランスを考えて努力しなければ健

康は保てないと思います。

　皆さんが元気な姿で活躍されることを願っています。

金子 泰純

（写真 2：健康遊具のある公園）

（写真1：国立循環器病研究センター）



メディアデザインメジャー 社会情報学メジャー
（旧・デザイン情報学科）

学部長補佐より（メディアデザイン・社会情報学メジャー担当）

　2016年度から3年でまたこの欄に書くことに

なりました。その間に５学科は１学科10メジャー

に、平成は令和に変わりました。昨年度はメジャー

最初の卒業生を送り出し、大学もシステム工学部

も少しずつ変わっていきます。それでも変わらな

いものが伝統として残ります。良いものを残し、

変えるべきものは変える。模索が続きます。

　写真はMDメジャーに来たばかりの２年生で

す。後輩たちを応援してください。

スマートフォンアプリコンテストで「グランプリ」ほか３賞受賞

　福岡県飯塚市が主催する「e -ZUKA スマートフォ

ンアプリコンテスト2018」において、チーム「マグ」（北

中浩之君、浅野勇大君、岩城龍之介君、黒土英太郎君）

がアプリ「自分図鑑」でグランプリを獲得しました。

同時に「オーディエンス賞」「一般社団法人ブロード

バンド推進協議会賞」「株式会社トーマスラボ賞」も

受賞し、チームの実力を見せつけました。「マグ」は

MDメジャーの学生と SI メジャーの学生との混成チー

ムです。彼らはこれにより学部長表彰も受けました。

　このコンテストは、いくつかのテーマの中から一つ

を選んでアプリ開発に臨むものですが、テーマ選定か

ら2 桁の企画アイデアを出し続け、エントリーしたの

は締切り日直前だったそうです。MDと SI の学生が育

てた、発想力、企画力、協同力の成果です。

教授　今井 敏行



学部3回生の安東亮汰さんが
　　　　　　　国際会議 IWESEP2018で Best Poster Awardを受賞！

　2018年12 月に開催された国際会議 The 9th 

International Workshop on Empirical Software 

Engineering in Practice （ IWESEP2018） において

安東亮汰さん（社会情報学メジャー3年、ソーシャル

ソフトウェア工学研究室）が、Best Poster Award

を受賞しました。安東さんが発表した研究「Toward 

ident i fy ing s imi lar  program without us ing 

Remix in Scratch」では、プログラミング学習ツー

ル Scratch において膨大に公開されるプログラム作

品の中から、学習者が作成中のプログラム作品と類

似する作品の収集に成功した成果を発表しました。

安東さんは、学外で高い評価を受けた学生として、

学部長表彰も授与されました。

　その他にも2名の学生（小口知希さん、吉本拓人さん）

が同国際会議で発表しました。詳しい研究内容、その

他の研究室の取り組みは研究室Web ページをご覧く

ださい。

研究室Web:http://socsel.sys.wakayama-u.ac.jp/

http://socsel.sys.wakayama-u.ac.jp/


平成30年度　就職先　学部

(株) アクシス

アドソル日進 (株)

(株)アルプス技研

アンドール (株)

(株)市浦ハウジング＆プランニング

(株)一条工務店

(株)伊藤農園

(株)イトーキ

(株)ウィズソフト

(株)Wave Technology

(株)エイジェック

SCSK(株)

NECソリューションイノベータ(株)

(株)NSD

(株)NTTデータ関西

NTTビジネスソリューションズ (株)

(株)NTTファシリティーズ関西

大阪市

大阪府

(株) 大阪府農協電算センター

(株) オージス総研

(株) 大林組

(株) オービック

岡山市

(株) 科学情報システムズ

加古川市

加藤産業 (株)

兼松 (株)

関西エアポート (株)

(株) ギガ・システム

キクロン (株)

きのくに信用金庫

木村情報技術 (株)

紀陽情報システム (株)

京都市

近鉄情報システム (株)

(株)クーマ

(株) 熊谷組

クリーンケミカル (株)

(株)KDC

国際航業 (株)

国土交通省近畿地方整備局

(株)コンシェルジュ

(株)サイバーリンクス

堺市

サンヨーホームズ (株)

(株)シアンス

四国旅客鉄道 (株)

システムズ・デザイン (株)

渋谷区

(株)島精機製作所

シャープ (株)

情報技術開発 (株)

Sky(株)

セキスイハイム近畿 (株)

(株)ゼロ・コーポレーション

(株)全日警

ソフトバンク (株)

大鉄工業 (株)

(株)ダイフク

太陽工業 (株)

大和ハウス工業 (株)

高砂熱学工業 (株)

高松建設 (株)

タカラスタンダード (株)

タカラベルモント (株)

(株)タクマ

(株)竹中工務店

タナベウィルテック (株)

(株)田淵建築設計事務所

築野食品工業 (株)

(株)テクノエージェント

(株)デンソーテン

(株)東海パウデックス

東海旅客鉄道 (株)

東西化学産業 (株)

東洋建設 (株)

南海辰村建設 (株)

(株)ニコン

西日本電信電話 (株)

日研トータルソーシング (株)

(株)ニッセイコム

ニッセイ情報テクノロジー (株)

日本ピラー工業 (株)

日本メクトロン (株)

日本電産 (株)

日本電産リード (株)

日本旅行企画 (株)

ニューレジストン (株)

ネイロ (株)

ネクストエナジー・アンド・リソース (株)

能美防災 (株)

ノバシステム (株)

野村證券 (株)

ハカルプラス (株)

(株)長谷工コーポレーション

パナソニックインフォメーションシステムズ(株)

パナソニック ホームズ (株)

阪神水道企業団

菱岡工業 (株)

(株)ビジブル

(株)日立システムズ

兵庫県

フクビ化学工業 (株)

フジテック (株)

(株)平成建設

北陽電機 (株)

三菱ケミカルエンジニアリング (株)

三菱電機インフォメーションシステムズ(株)

三菱電機エンジニアリング (株)

三菱電機システムサービス (株)

三菱電機ビルテクノサービス (株)

三菱電機プラントエンジニアリング (株)

森平舞台機構 (株)

ヤマハ発動機 (株)

UTグループ (株)

ユニシステム (株)

(株)ライフコーポレーション

(株)リクルートキャリア

(株)ロゴスホーム

わかもと製薬 (株)

和歌山市

和歌山ノーキョー食品工業 (株)



平成30年度　就職先　博士前期

ご案内

住所等連絡先、勤務先、氏名の
変更等ありましたら、

システム工学部 同窓会ホームページ
http://www.wadaisys -dousou.net /

和歌山大学 システム工学部

システム工学部同窓会

和歌山大学

研究・社会連携課

技術支援係

(株)アウトソーシングテクノロジー

アドソル日進 (株)

綾部市

イオンディライト (株)

泉佐野市

伊藤忠テクノソリューションズ (株)

(株)ヴァル研究所

(株)Wave Technology

(株)ウエスコ

上村工業 (株)

ウシオ電機 (株)

エスケー化研 (株)

SCSK(株)

(株)NTTネオメイト

NECネッツエスアイ (株)

エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ(株)

(株)NTTデータSBC

(株)NTTデータMSE

(株)NTTドコモ

(株)エポック社

大阪市

(株)オージス総研

(株)オーディオテクニカ

奥野製薬工業 (株)

オムロン (株)

オンキヨー (株)

木村化工機 (株)

キヤノン (株)

(株)京三製作所

京セラドキュメントソリューションズ(株)

(株)京都製作所

(株)クボタケミックス

栗田工業 (株)

コグニザントジャパン (株)

小西化学工業 (株)

小林製薬 (株)

五洋建設 (株)

(株)サイバーリンクス

堺市

(株)ザクティ

(株)SUMCO

三精テクノロジーズ (株)

サントリーシステムテクノロジー (株)

(株)JVCケンウッド

自営業 (IT)

自営業 (卸売業)

ジェイーワイテックス (株)

(株)島精機製作所

シャープ (株)

(株)SCREEN ICT ソフトウエア

(株)SCREENホールディングス

(株)SCREENファインテックソリューションズ

スズキ (株)

(株)セガ・インタラクティブ

積水化成品工業 (株)

(株)ソフトウェア・サービス

第一稀元素化学工業 (株)

タイガー魔法瓶 (株)

太洋工業 (株)

大和ハウス工業 (株)

多木化学 (株)

チームラボ (株)

(株)椿本チエイン

(株)電盛社

デンソーテクノ (株)

(株)デンソーテン

(株)東京精密

東西建築サービス (株)

東洋機器工業 (株)

東洋ビジネスエンジニアリング (株)

凸版印刷 (株)

トッパン・フォームズ (株)

(株)ドワンゴ

日亜化学工業 (株)

NISSHA(株)

日本ガイシ (株)

日本電産 (株)

任天堂 (株)

ネットワンシステムズ (株)

パーソルパナソニックHRパートナーズ(株)

パシフィックコンサルタンツ (株)

パナソニック (株)

パナソニックインフォメーションシステムズ(株)

林テレンプ (株)

阪神高速道路 (株)

阪南市

(株)ビジネスブレイン太田昭和

日立造船 (株)

(株)ファミリーマート

プライムアースEVエナジー (株)

古河AS(株)

古野電気 (株)

三井金属鉱業 (株)

三菱電機 (株)

三菱電機インフォメーションシステムズ(株)

三菱電機コントロールパネル (株)

三菱電機メカトロニクスソフトウエア (株)

三菱マテリアル (株)

村田機械 (株)

(株)メガチップス

(株)MonotaRO

矢崎総業 (株)

ヤフー (株)

ユニ・チャーム (株)

ユニフォームネクスト(株)

和歌山精化工業 (株)

『同窓会ホームページ』 
↓

『連絡先変更』

からご連絡ください。

連絡先 編集

和歌山大学システム工学部
システム工学部同窓会

〒640 - 8510
和歌山県和歌山市栄谷930

TEL：073 - 457 - 8021
E-mail：alumni.sys@g.wakayama-u.jp
URL：http:// www.wadaisys -dousou.net /

http://www.wadaisys-dousou.net/
http://www.wadaisys-dousou.net/

